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⾷の安全とサプライチェーンの
可視化によるコントロールの必要と
実現事例

⽇本アイ・ビー・エム株式会社
グローバル・ビジネス・サービス事業本部
IoT&ビジネストランスフォーメーション
サプライチェーンプランニング
シニアマネージングコンサルタント
⼭岡 史法

Blue Yonderジャパン株式会社
執⾏役員
ソリューションコンサルティングディレクター
⽩⿃直樹
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製造業におけるCOVID-19の影響
2

１-2か⽉ 3-6か⽉ 6か⽉~

ニューノーマル＝新常態

経
済

的
な

ア
ウ

プ
ット
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混乱 慣れ・状況適応

社員の安全
衛⽣管理

業務継続性

業務継続性
コスト削減
収益改善

新しい働き⽅・業務のやり⽅
新しい商流・商習慣

中国品
リードタイム ⼤

幅遅れ
⼯場の停⽌

（部品供給が不安定）

サプライ
チェーン

状況把握困難
エアー便集中
による取合い

リモートワーク
⾃宅待機

with コロナ

after コロナ
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企業が直⾯する様々なリスク

企業が直⾯するリスク （Enterprise Risk）

③環境
リスク

①戦略
リスク

②オペレーショ
ナルリスク

④規制
リスク

⑤財務
リスク

•パンデミック
•地政学的リスク
•⾃然災害
•テロ攻撃
•経済情勢の変化

•企業間競争
（価格下落）

•市場環境の変
化(顧客嗜好)

•技術変化・現
⾏技術の陳腐
化

•合併

•供給の途絶
•製品の品質
不良

•システムの
クラッシュ

例

•新たな政府
規制

•税率の変
更

•会計⽅針
の変更

•不正会計
•為替・⾦
利・株価

•信⽤リスク
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対応能⼒強化の必要性
受動的

情報収集

影響分析

実⾏

対策⽴案

能動的

⾒える化

影響分析

実⾏

対策⽴案

予防

影響

時間

影響

時間
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エンドツーエンドでのサプライチェーン⾒える化による対応⼒強化
突発的な事象に対し需給の変化を早期に把握し、迅速に対応できるサプライチェーンを構築

仮想現実

Big Data Analysis

事業計画

⽣産制御
・指⽰

リアルタイム
⽣産制御

⽣産計画

垂直
連携

垂直
連携 計画

最適化

オーダー
プラットホーム

多様な
注⽂形態への
対応

需要計画

真の顧
ニーズ
の理解

計画連携

サプライヤ
連携

RFID/ブロックチェーン
RFID/ブロックチェーン

トレーサビリティ

IoT/⾃動化

販売
サービス

実販情報
使われ⽅

情報の把握

AI/Analytics

市場情報

• ブロックチェーンによる物流⾒える化
- 輸送中の製品をBlockChainを使って⾒える

化することで正確なパイプライ管理を⾏い在庫
を適正化する

• サプライヤとの計画/実績連携の強化
- 計画連携やトレサビ連携をIoT/ブロック

チェーン等の新技術を使うことで⾼度化する

•実販情報、外部情報を加味した需要予測
• 需要の変化を顧客動向の視点から収集
し販売への影響を定量化• サプライチェーン全体の⾒える化

• 弱点となるポイントの把握と対策
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Trust Your Supplier (TYS)

IBM RAPID Supplier 
Connect:

検証済のサプライ
ヤー評価
購買者

検証
サービス

検証者

情報提供が⼀
度で完結
サプライヤー

証明書の真正性
認証発⾏者

監査に必要な
全ての情報

監査

新たなアプリを構築
できる
外部開発者

ネットワーク事
業者

新たなサービスを
提供

サプライヤー情報管理
ブロックチェーン
ネットワーク

安全かつ低コストで迅速なサプライヤー調達を実現する新たなプラットフォーム

TYSを活⽤しCOVID-19緊急対応ソリューションを構築
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鮮度管理リコール追跡 証明書管理 消費者向け
モバイルアプリ

⾷の信頼構築を⽬指す業界プラットフォーム

葉物野菜の安全を強化 消費者に安⼼を提供 ⽜⾁パティの鮮度を追跡

★ 2018年10⽉商⽤化: 国内では⼩売・⾷品メーカーの検討に加え、SIer複数が評価

• 参加事業者200+
• 登録商品数17,000
• 取引記録数2,000万+
• トレース数75万+

IBM Food Trust Global（IFT）
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ロジスティクス購買 製造 配送調達 ⼩売/サービス

サプライチェーンコントロールタワー

サプライチェーンコントロールタワー

ソーシング、調達計画 ⽣産計画 配送計画 需要計画

エンドツーエンドのサプライチェーンの計画と実⾏をコントロールするレイヤー上の迅速な意思決定
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Blue Yonder 会社概要

製造業トップ
100社の内

77社製造、流通、物流業の⼤⼿企業向けに、AIや機械学習を活⽤した
デジタル・フルフィルメント・ソリューションを提供
• 3,300 社に上るグローバル顧客

2百万以上のSaaSユーザ
世界76ヶ国でビジネス展開

• SaaSでSCMソリューションを提供している
最⼤の専業ベンダー

• より収益性の⾼い、ミッションクリティカルな
意思決定を⽀援する、エンドツーエンドの
ソリューション

サプライチェーン・ソリューションの専⾨家集団 グローバルのお客様

Blue Yonderジャパン

$1B+ 24%

+83% 58%

SaaS 売上の
対2019年⽐伸び

2019年度
EBITDAマージン

2019年度
売上⾼

2019年度
経常収益

• 1997年設⽴

• 20年以上のSCM導⼊経験

• 国内で100社以上の導⼊実績

• 70名の経験豊富なエキスパート
20102006

2012
1978 2018

2020年2⽉ 社名変更

流通業トップ
100社の内

73社
物流企業

トップ10社の内

8社



10

今⽇のサプライチェーン組織
理屈vs現実

75%
Driving

25%
Reactive

サプライチェーンは戦略的な組織機能

• 企業⽬標に対するオペレーションの連携
• 戦略、戦術及び実⾏に関する意思決定
• 差別化／パフォーマンス管理

30%
Driving

70%
Reactive

⾮効率なオペレーション

• ⾮効率な計画業務
• 増加する在庫
• ペナルティ ／ 販売機械ロス
• 緊急出荷による対応

理屈 現実
リアクティブ

リアクティブドライブ

ドライブ



サ
プ
ライ
チ
ェー
ン
の
ボ
リュ
ー
ム

サプライチェーンのスペクトラム

ボラティリティ、不確実性、複雑性及び曖昧さは常識

予測可能

不確実性

増
加

• リアルタイム
• 外部要素
• AI/ML

改善の機会

新たなパラダイム



Autonomous Supply ChainTM is our MoonShot

差 別 化

デジタルサプライチェーンの成熟度レベル

サプライチェーンの⾃律化を⽬指して

可視化
Visibility

予測分析
Predictive
Analytics

処⽅的
サプライチェーン

Prescriptive
Supply Chain

⾃⼰学習型
サプライチェーン

Self-Learning
Supply Chain

付
加
価
値

⾃律化、
⾃動化

マニュアル、
⼿動

Moonshot: 困難かもしれないが、⾰新的で価値の⾼い挑戦・計画
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AI・機械学習を活⽤するSCMソフトウェアプラットフォーム

ビジネスメリット
• サプライチェーンで発⽣しうる障害を事前検知し、障害発⽣を予防
• 各種シグナル、制約を加味したインテリジェントなシミュレーション
• 収益性を考慮した対応策の実施による、収益の確保
• サービスレベルの向上とコスト削減

特徴
• サプライチェーン全体をリアルタイムに可視化
• 内部・外部デジタルシグナルからアラート
• 組織横断のコラボレーションサポート
• ⾼度分析を活⽤した対応策の提⽰
• ⾃⼰学習型サプライチェーン構築の基礎

3. 収益性を加味したソリューションのオプション提⽰

1. サプライチェーンの可視化 ２．ニアリアルタイムアラート 4. ⾼度分析による⾃律化

〜Blue Yonder Luminate Control Tower (ルミネイトコントロールタワー)〜
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次世代⾃⼰学習型サプライチェーンソリューション

機械学習による各種対応策の⾃動推奨
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次世代⾃⼰学習型サプライチェーンソリューション

対応に掛かるコストのシミュレーション
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次世代⾃⼰学習型サプライチェーンソリューション

過去の類似ケースのルートコーズ分析



© 2020 IBM Corporation17

ワークショップ、セッション、および資料は、IBMまたはセッション発表者によって準備され、それぞれ独⾃の⾒解を反映したものです。それらは情報提供の⽬的のみで提供されており、いかな
る参加者に対しても法律的またはその他の指導や助⾔を意図したものではなく、またそのような結果を⽣むものでもありません。本講演資料に含まれている情報については、完全性と正確性を期
するよう努⼒しましたが、「現状のまま」提供され、明⽰または暗⽰にかかわらずいかなる保証も伴わないものとします。本講演資料またはその他の資料の使⽤によって、あるいはその他の関連
によって、いかなる損害が⽣じた場合も、IBMは責任を負わないものとします。 本講演資料に含まれている内容は、IBMまたはそのサプライヤーやライセンス交付者からいかなる保証または表明
を引きだすことを意図したものでも、IBMソフトウェアの使⽤を規定する適⽤ライセンス契約の条項を変更することを意図したものでもなく、またそのような結果を⽣むものでもありません。

本講演資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに⾔及していても、IBMが営業活動を⾏っているすべての国でそれらが使⽤可能であることを暗⽰するものではありません。本講演資料で⾔
及している製品リリース⽇付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独⾃の決定権をもっていつでも変更できるものとし、いかなる⽅法においても将来の製品または機能が使
⽤可能になると確約することを意図したものではありません。本講演資料に含まれている内容は、参加者が開始する活動によって特定の販売、売上⾼の向上、またはその他の結果が⽣じると述べ
る、または暗⽰することを意図したものでも、またそのような結果を⽣むものでもありません。 パフォーマンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマークを使⽤した測定と予測に基
づいています。ユーザーが経験する実際のスループットやパフォーマンスは、ユーザーのジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、⼊出⼒構成、ストレージ構成、および処理され
るワークロードなどの考慮事項を含む、数多くの要因に応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありません。

記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使⽤したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として⽰されたものです。実際の環境コストおよびパ
フォーマンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。

IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Watson、Maximoは、 世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商標です。他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBM
または各社の商標である場合があります。現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtmlをご覧ください。


